
山陰海岸国立公園 山陰海岸国立公園とは
　国立公園とは、日本を代表する傑出した自
然の風景地について、自然公園法に基づい
て環境大臣が指定するものです。現在34の
国立公園が指定されています。
　山陰海岸国立公園は、東は京都府京丹後
市の八丁浜から、西は鳥取県鳥取市の鳥取
砂丘まで、東西75㎞に及ぶ国立公園で、昭和
38年7月15日に指定されました。海食によっ
て形成された断崖や大小の小島、洞門、美し
い砂浜や砂丘など、多様な海岸景観が魅力
で、「海岸地形の博物館」とも呼ばれます。

管理運営計画改定の
お知らせ 環境省近畿地方環境事務所

管理運営計画とは

改定の背景

　地域の実情に即した国立公園の適正な利用と保護の推進を図ることを目的として、地域の
関係者と目指すべき国立公園の姿や将来目標について共通認識を持ち、協働による管理運営
や連携を進めていくための計画です。

　従前の管理計画が策定(平成22年3月策定)されてから約12年が経過し、その間に、海域
公園地区の大規模拡張(平成26年3月)、山陰近畿自動車道の建設、外国人利用者の増加や
マリンアクティビティを中心とした新たな利用ニーズの増大など、自然・社会環境の変化が生じ
たため、今の自然・社会環境に応じた管理運営計画を策定しました。

　多様な関係者の協働による山陰海岸国立公園の管理運営を推
進するため、関係者が共有すべき本公園の目指す姿として『山陰
海岸国立公園ビジョン』を策定しました。

山陰海岸国立公園ビジョンの策定

管理運営の基本方針

行為許可及び公園事業の取扱いに関する事項

山陰海岸国立公園ビジョン

山陰海岸の雄大かつ繊細な自然景
観、多様な地形地質、豊かな生態
系、魅力ある地域の風土を資源とし
て磨き上げ守り継ぐことで、国内外
から訪れる人に感動と癒しを届け
ます。

訪れる人が国立公園の
中で自然とひとつになる
ような時間を過ごし、楽し
み、学ぶことができる体
験と快適な利用環境を
提供します。

多様な関係者が広域的
に連携・協働していくこと
で、人材と地域の誇りを
育て、国立公園の魅力と
地域の文化を訪れる人に
発信します。

近年の観光動向などを踏まえ、以下の内容を追加しました。
●山陰海岸ユネスコ世界ジオパークとの連携
●シーカヤックやSUP(スタンドアップパドルボード)等の
　アクティビティやジオパークトレイル等の利用推進
●増加する外国人利用者の受け入れ体制の充実
●自然と文化を組み合わせた広域的な体験型・潜在型利用の推進

以下の内容を改正・追加しました。
●建築物の許可の基準を明確化
●道路の付帯設備等に関する風致景観への配慮事項を強化
●風力発電や太陽光発電の許可の基準を掲載
●看板等に関する風致景観への配慮事項を強化

詳しくは https://www.env.go.jp/park/sanin/intro/index.html をご覧ください。

管理運営計画改定のポ イント

国立公園の優れた自然を後世に引き継ぐために

　国立公園内では、自然環境に影響を及ぼす行為は規制されています。行為を行うためには事前に自然公園
法に基づく許可等を受ける必要があります。
　また、自然公園法施行規則及び山陰海岸国立公園管理運営計画に示す許可の基準に適合したものでな 
ければ許可されません。(詳しくは、https://www.env.go.jp/park/sanin/intro/index.html をご覧ください。)

国立公園特別保護地区、特別地域、海域公園地区内において規制される行為

国立公園普通地域内において届出を要する行為

●工作物の新・増・改築 ●木竹の伐採 ●広告物の設置等
●土石の採取 ●土地の形状変更 ●工作物の色彩の変更
●指定区域(砂丘等)への自動車・自転車等の乗入れ ●指定された動植物の捕獲・採取 など

●工作物の新・増・改築(基準の規模を超えるもの)　●土石の採取(基準の規模を超えるもの) 
●広告物の設置等　●土地の形状変更(基準の規模を超えるもの) など

●ゴミは必ず持ち帰りましょう。
●キャンプやたき火、花火は定められた場所以外ではできません。
●動植物を傷つけたり持ち帰ったりしないでください。
●特別保護地区や砂丘地等では自動車やバイクなどの乗り入れ
が規制されています。その区域には乗り入れないでください。

●ペットを連れていくときは必ずリードをつけてください。
●崖などの危険な場所には行かないようにしましょう。
●鳥取砂丘の斜面などに文字や絵を描かないでください。
鳥取県条例で罰せられる場合があります。

環境省竹野自然保護官事務所 〒669-6201 兵庫県豊岡市竹野町竹野3662-4 TEL :0796-47-0236
環境省浦富自然保護官事務所 〒681-0003 鳥取県岩美郡岩美町浦富1098-3 TEL :0857-73-1146
鳥取県緑豊かな自然課 〒680-8570 鳥取県鳥取市東町1-220 TEL :0857-26-7200

　行為場所が国立公園の区域に該当するかどうか、許可が必要な行為かどうか、申請方法など、必ず担当自然
保護官事務所にお問い合わせください。(連絡先はページ下段)
　●京丹後市、豊岡市、香美町の区域に関すること➡竹野自然保護官事務所
　●鳥取市、岩美町、新温泉町の区域に関すること➡浦富自然保護官事務所
　　※鳥取市、岩美町の区域については、住宅の建設等一部の行為が鳥取県に許可権限が委任されています。

・特別保護地区、特別地域、海域公園地区における行為については、申請書を受け付けてから許可まで通常1ヶ月程度を
要します。許可されるまで行為に着手することはできません。
・普通地域における届出を要する行為は、届出をした日から30日を経過した後でなければ着手できません。
・ご相談を受けてから申請書の提出まで、事前調整にある程度の期間を要します。十分に時間的余裕をもってご相談ください。

お問い
合わせ先

許可を要する行為を行おうとする場合は…

申請・届出にあたっての留意事項

環境省

●広告物…本体の色彩は、自然材料の素材色か、茶色系統とすること。表示面の地色は、自然材料の
素材色、茶色系統、白色又は青色を基調とすること。文字は、白色、黒色及び青色を基本とすること。
●緑化…在来植物のうち地域に自生する種を使用すること。ただし、街路樹や庭木等、市街地等に植
栽されるものであって、周辺環境に逸出して在来植生に影響を与えるおそれのない植物について
はこの限りではない。

以下のことに気をつけて国立公園の自然を楽しんでください

許可の
基準の例

国立公園利用のマナー




